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会   長  羽太英樹 

直前会長  島田 恒 

副 会 長   福原吉孝・ 堤 清   

書   記  柏原佳子・ 堀江哲次 

会   計  桑野友子 

監   事  田舍庸男 

連絡主事  藤田良祐 

六 甲 部  五十嵐かほる（メネット主査） 

 

LT 強調月間によせて 

上野恭男 

リーダーシップトレーニング、略して LT です。

ワイズメンズクラブのメンバーは西日本区

1700 名、東日本区 1100 名で推移して

いますが、新会員が入るばかりでなく、物故者を含めてやめ

られるメンバーもいます。EMC を頑張り多くの新会員を獲得

することがワイズメンズクラブ発展のために欠かせない最重要

問題であります。新メンバーには意欲的なメンバーになっても

らうためにもオリエンテーションを丁寧にすることが大事です。 

ワイズメンズクラブでは、役員は 1 年で交代しますので、有意

義なワイズライフを送るために会長、主査の研修は欠かせま

せん。西日本区の 9 部から LT 委員が選出され、毎年 3 月

には 1 泊 2 日の研修を行います。 

また、クラブ内で研修をすることは、ワイズメンとしての自覚を

深めクラブ内外の交流、親睦のために欠かせないものです。

楽しいワイズライフのために必要な学びをクラブ内でもしてま

いりましょう。クラブによってですが１泊、日帰りなど例会とは

違った形で研修をすることが多いようです。1年に1回は学び

と懇親の機会を持ちましょう。 

 

４月例会出席表 

ＢＦ切手     
累計       

第１例会出席者 

メンバー  13 名 
ビジター   5 名 
ゲスト   2 名 
メネット  1 名 
ｺメット   0 名 
合 計  21 名 

例会出席率 
出席者   13 名 
メイクアップ  2 名 
合 計    15 名 
在籍者   19 名 
（内広義会員１名） 
出席率  83.3％ 

ニコニコ  11,002 円 
累計   123.042 円

  

主   題 

国際協会会長 Poul Ｖ Thomsen 

全ての世界に出て行こう  Go Ye into All The World: 

アジア地域会長 岡野泰和 
  未来を始めよう、今すぐに Ｓｔart Futur Now 

西日本区理事 高瀬稔彦 
 志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう。 
 Attend Club Meetings With a clear motive the most of 

them. 
六甲部部長 山田滋己 

 さらなる交流 さらなる国際 さらに活発な六甲部へ  
 More further interactive & international and we move the  

Rokko Distorict move active  
芦屋クラブ会長 羽太英樹 

いざ立て、20 年をめざして    

“To acknow ledge t he  d uty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i g h t”  

A ff i l i a t ed  w i t h  t he  I n ter na t i o na l  Assoc ia t i o n  of  Y ’s Men ’s  C ｌｕｂｓ 

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 
 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998 

 
 

Address ： Hideki Hafuto 〒659-0023  11-13 hama-cho Ashiya Hyougo.JAPAN 
Mail ： hafuto@kobe.zaq.jp Tel  0797-31-8829  
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  
 

今月の聖句 
更に、あなたがたは今がどんな時であるかを知っています。あな

たがたが眠りから覚めるべき時が既に来ています。今や、わたし

たちが信仰に入ったころよりも、救いは近づいているからです。      
ローマの信徒への手紙 １３：１１ 

 

５月第１例会プログラム 
と  き： 2014 年５月２１日(水) 19：00～21：00 

と こ ろ： ホテル竹園芦屋３Ｆ 

司 会： 島田ワイズ 

受 付： 桑野ワイズ・畠中メネット 

１．開会点鐘  羽太会長 

２．クラブソング斉唱 一同 

３．聖書朗読羽太英樹ワイズ 

４・ゲスト紹介 島田ワイズ 

５．食前感謝 都筑ワイズ 

６．食事・歓談 

７．ゲストスピーチ「ミャンマーのお話し」 三浦佳子氏 

８．４月第２例会議事録承認 羽太会長 

９．事業委員報告 各委員 

10．ＹＭＣＡニュース 藤田連絡主事 

11．誕生祝い 羽太会長 

 大澤昌子メネット・権甲植ワイズ・渡辺倫子ワイズ 

12．ニコニコ             福原ワイズ 

13・閉会点鐘  羽太会長 



４月第１例会報告 
日時：４月 16 日(水) 19：00～21：00 

場所：ホテル竹園芦屋３階 （敬称略） 

司会：五十嵐ワイズ 

出席者：五十嵐政ニ、上野恭男、柏原佳子、桑野友子、

権甲植、島田恒、都筑省三、羽太英樹・光子、福原吉

孝、藤川晃成、坂東幸子、藤田良祐 

ビジター：なかのしま・武井和子ワイズ・渡辺宏子ワイズ・吉

田由美ワイズ・武井美帆さん 

なかのしまクラブから武井和子ワイズ、渡辺宏子ワイズ、吉

田由美ワイズ、武井美帆さんの 4 人が参加され、神戸ポー

トからは鈴木誠也ワイズ、斎藤勲ワイズがともに演奏会アピ

ールのためにおいでいただき、いつになく華やいだ例会となった。

本日のメインは諏訪恵子さんの “Cộmríâp súô. (チョムリア

ップ・スオ) こんにちは”で始まるたのしい話。 

まずカンボジアがどういう国なのか。社会、生活、衛生、教

育、経済（農業）91 年の和平協定後も貧富の差は拡大し

ているという。1992～2003、さらに 2005 からは JOCS から

の看護師として、とくに女性センター・女性シェルターで働か

れた経験からの貴重なお話を伺った。 

カンボジアの衛生状況は乳児や妊婦の死亡率などでみても

日本より大きく悪い、これはポルポト時代の影響が残ってお

り身寄りがなく頼るところもない女性が多いことによる。 

金銭的な問題から正式婚ができず、事実婚が多いため女

性の立場がきわめて弱く、妊娠・出産を機に夫婦関係が悪

化する事が多いという。そこでまず生活の安全を確保すると

ころからはじめて母子の健康を確立することに努力された。 

国際協力とは？そのあり方が問われているが、途上国には

援助するだけではなく、そこの人の生活をサポートすることが

必要であると力説された。国際協力が成り立つのは結局の

ところ個人の善意と努力によるものだと痛感した。 

スピーチの後、羽太会長から第２例会報告があり、これを承

認。事業報告では上野地域奉仕・環境事業委員より４月

５日６日の芦屋さくら祭りの報告があり、ファンドが確保でき

てホッとしたとのこと。９時定刻に閉会になった。 

例会後は例により、ラ・ルーでの懇談があり 10 時に散会。 

五十嵐 政二 

さくら祭り 
さくら祭りでは今年もチジミとわた菓子を売りました。４月５日、

6 日は２日とも途中少し小雨がありましたがまずは無事終

了。１万５千人の人出があったようです。 

チジミとわた菓子は今年は特別忙しい時間帯もなく、平均

して売れたように思います。１７万９千円の利益でした。利

益はチジミ、わた菓子は半分半分位で、綿菓子を担当した

ＹＭＣＡのリーダーの皆さんの働きは大きいものがありました。 

私は焼いたり売ったりすることより、鉄板の借り入れや会場へ

の搬入搬出を担当しました。鉄板は今年も神戸ポートクラ

ブの鈴木誠也メンの御協力を頂き神戸教会の付属幼稚

園からお借りしました。前日の４日(金)の１時半に鈴木家に

伺い、神戸教会に引き取りに行きました。その帰路、みどり

作業所のわた菓子機を運んでくださった柏原ワイズ、人参、

チジミ粉等の材料を用意してくださった桑野ワイズ宅のガレ

ージに寄り、積み込みました。 

荷物をすべて積み込むことが出来てほっとしました。 返却は

６日の午後９時ごろみどり作業所にわた菓子機を、鉄板は

８日(火)の午前中に水洗いをして午後神戸教会にお返し

て作業は無事終了。 

羽太会長には借り入れから返却まですべてご一緒して頂き

ました。水洗いには上野メンも駆けつけて下さいました。みど

り作業所の大沢所長、鈴木誠也メンには気持ちよく御協

力を頂きました。感謝です。 

           都筑 省三 

さくら祭りに参加させていただいて 

前日のにんじん切りからスタートしたさくら祭り、当日は、チジ

ミ焼きを教わりながら焼かせていただきました。いつから始まっ

たさくら祭りかは、定かではないのですが、芦屋に住んで４０

年弱、芦屋川のさくら見物の人口も、年々増えて賑やかに

なっております。 

さくら祭りも、毎年歩きには行っておりましたが、お店を覗くこ

ともなく通り過ぎておりました。今年はお店の人になって、島

田さんにおだてられた

りしながら、楽しくチ

ジミを焼いて、買って

いただく喜び、嬉しさ

を味わわせていただ

きました。 

何でも自分が経験

しないと解らないもの

です。また島田様の

ご家族のように、皆様お揃いで召し上がっていただくのも、と

ても嬉しい気持ちにさせられました。 

寒い雨が降ったりして、皆様大変だったとおもいます。私は

良いとこどりをした様に、一日目は早くに帰らせていただき、

二日目は欠席で、申しわけなく振り返っております。 

当日前の準備、後始末と、目に見えないご尽力に、心より

感謝申し上げます。来年も元気でささやかでも、楽しくお手

伝いできますようにと祈ります。 

坂東 幸子 



さくら祭りを成功裏に終えて 
３年前は東日本大震災、昨年は荒天の為、芦屋さくら祭り

は中止でしたが、今年は快晴ではなかったものの、なんとか

土、日とも終わりまで営業でき感謝です。 

多くのワイズの仲間が訪ねて下さり、嬉しかったです。 

YMCA のユースプラザの若者は、中学生、高校生を含め２

日とも藤田連絡主事とともに参加してくれました。それはそ

れは若さを振りまいて活気が出てきました。綿菓子は彼らに

お願いしたところ、子供たちの大人気となり、行列が今年も

出来ました。 

「YMCA と共に」のノボリは、芦屋クラブが NPO 団体であるこ

とをアピールしてくれました。 

毎年、鉄板を神戸教会から、神戸ポートの鈴木ワイズに親

身にお世話になり、綿菓子機はみどり作業所から貸してい

ただき、感謝です。ただ鉄板については今後をどうするか？

を考える時期ではないかと思います。メンバーの高齢化もあ

り芦屋クラブとして真剣な課題であります。 

今年初めて参加された坂東さん、五十嵐さん、畠中さんも

楽しそうに奉仕されていたように見えましたし、２日間のチジミ、

綿菓子の出店にあたり、多くのメンバーが YMCA との絆を感

じ取ってくれ、来年への期待をしてくださったことは本当に嬉

しく思います。 

すべてを終了した日曜日、打ち上げの会は楽しく盛り上がり

ました。  

                      上野 恭男 

中高生のボランティア 

今年の桜まつりには、2 日間で延べ 9 名の中高生がボランテ

ィアとして参加をしてくれました。初日は慣れない手つきで作

っていた綿菓子ですが、徐々にこつをつかんでいき、子どもの

顔ぐらいある大きな綿菓子を作ることができるようになりまし

た。綿菓子を買いにきた子どもたちに優しく笑顔で接したり、

大きな声で呼び込みをしたり、朝から夕方まで本当によく頑

張ってくれたと思います。 

そんな中高生たちは、ただ綿菓子が作りたいから、楽しそう

だから、と言って参加をしてくれた訳ではありませんでした。

YMCA のチャリティーランやバザーに参加する時もそうですが、

中高生のメンバーにはいつも、出店で得ることができる収益

はどのように使われるかを伝えています。桜まつりの場合も、

収益は芦屋ワイズメンズクラブを通して、YMCA のユースリー

ダー育成支援や、芦屋みどり作業所の支援に使われるとい

うことを、事前に中高生へ伝えていました。中高生メンバー

は こ の こ と を 知 っ て 、

YMCA のために、みどり

作業所の方々のために、

自分たちの力と時間を

費やしてくれたのだと思

います。 

芦屋ワイズの方々と世

代は違いますが、世代

を超えて同じ思いを持って過ごした 2 日間は、参加をしてく

れた中高生にとっても、かけがえのない経験になったと思いま

す。中高生を温かく迎え入れ、励まし、認め、共に過ごして

くださった芦屋クラブの皆さまに心より感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

        連絡主事 藤田 良祐 

さくら祭り会計報告 

昨年の中止に伴い、用意した材料は野菜を除いてすべてキ

ャリーオーバー、今年は人参とニラ他少々を買うだけで済み

ました。  

収益金の 179,432 円は通常会計に算入しました。 

桑野 友子 

さくら祭り収支決算表      単位円 

４/５（土） 曇り後雨 151,650 

４/６（日） 曇り後晴れ時々雨 127,000 
売

上 
合  計 278,650 

出店料＆道路使用申請手数料 62,000 

電気使用料負担金 15,000 

綿菓子機  5,000 

鉄板＆付属品 3,000 

プロパンガス 6,615 

人参/ニラ他消耗品 7,603 

支

出 

合  計 99,218 

差引収益金 179,432 

 

 

バラと香りの歴史 

我が家のすぐ裏の公園で「私が一番だよ！」と言わんばかり

に約 30 種のバラが競いあっています。「バラと香りの歴史」に

ついて紐解いてみました。古代エジプトでは香木や樹脂（乳

香）を焚いて神に捧げていましたが、徐々に人間社会にも

香料として使われる様に。ツタンカーメン王の墓が開けられた

時にミイラにつけた香りがいまだに残っていたほどエジプトの調

合香料は優秀だったとの事。時は進みローマ帝国５代皇帝

ネロは香料気狂いバラ気狂いで一夜の宴会で今のお金で

10 万ドルのバラを消費したほど。その後アラビア・イスラム世

界で色々の花から蒸留、冷却の技術により精油の抽出が。

その中でも最も素晴らしい「バラ」は蒸留の際、熱に耐え貴

重な少量のオイルをもたらし、ローズオイルはムスク（じゃ香）

と共にアラビアの香りの王者に。19 世紀にはナポレオンの妃

ジョセフィーヌは「バラの恩人」と言われ、パリとベルサイユの間

にあるマルメゾン離宮バラ園にあらゆる品種のバラを人工交

配にて育て現在の香水における花の香り（フローラル ノー

ト）の基盤であるバラの発展に尽くしたと言われています。 

《粋なお話》 

17 才の誕生日に母から「貴女にはこの香水が合うはず・・・」

とディオール（爽やかなフローラル・柑橘系）をプレゼントされた

が、ある日友人から借りたゲラン（魅惑的なオリエンタル・ムス

ク系）をつけたら男性から声がかかった。「あれは私の安全を

願った母の心情だったのか・・・」と彼女は微笑み、すっかり大

人になった今、日中は母好みに清純に、日暮と共に冒険の

瓶の蓋を開けて・・・。 

      篠坂幸彦 



スピーカー・プロフィル 

三浦佳子さん 

大阪府出身。大学卒業後 2014 年

３月まで、公益財団法人太平洋人

材交流センターで発展途上国の人材育成支援に携わ

る。アセアン諸国を活動範囲とし、各国の経営幹部

育成のための研修プログラムの開発・実施を行う。 
 
 

４月第２例会議事録（抄） 

と き：４月 23 日（水）   

ところ：芦屋市民会館 207 号室 

ブリテン編集会議：18 時 00 分～18 時 30 分・柏原編集長 

ブリテン５月号の討議 

第２例会：18 時 30 分～20 時 00 分～懇親会 

参加者：羽太会長、柏原書記、桑野会計、島田直前会

長、都筑地域奉仕・環境事業委員、五十嵐六

甲部メネット主査、藤田連絡主事 

議 案 

１）今後の第１例会予定 

  ５月 21 日 三浦佳子さん「ミャンマーのお話」 

  ６月 18 日 一年を振り返って  

２）３月会計報告の承認            

３）竹園Ｈ例会費は今期据え置きとするが、来期 2014 年 7

月から 3,300 円と改定。 ビールは 650 円 

ニコニコは基本的にはゲスト・ビジターの意志で献金して

いただく。 

４）５月第２例会は五十嵐邸でブリテン会議と懇親会を開

催していただく。 

 出席者の確認を取る 

5) 神戸 YMCA ニュース 

・４月 20 日（日）神戸市役所南側の東遊園地にて、神

戸 YWCA と合同でイースター早天礼拝を開催し、約 170

名が参加。 

・5 月 8 日（木）18:30～20:30 神戸 YMCA 三宮本館チャ

ペルにて、現三宮会館で行われる最後の創立 128 周年

記念礼拝が開催される。武田寿子前理事長がメッセー

ジを・・・・。 

６）西日本区大会参加者のクラブ補助金は各 5,000 円とす

る。（但し、藤田主事分は全額クラブ負担、羽太メン、

上野メンは西日本区より補助があるので除外） 

７）西日本区大会メネットアワー 

西日本区大会に合わせ WAKUWAKU アート展を開

催。  

日程：６月 13 日（金）～６月 15 日（日）10：00～17：00 

場所：シンフォニア岩国 企画展示ホール 

内容：ワイズへの理解を深めてもらうために一般にも公開

する。 

８）第１例会後の懇親会でのゲスト・連絡主事経費はクラ

ブ負担とし、メンバーは自己分のみ負担に変更する。 

YMCA ニュース 

１．新年度スタート 

今年度から新たに、いくつかの事業が始まっています。一

つは学校法人神戸 YMCA 学園で運営する「YMCA ちと

せ保育ルーム」で、神戸市の小規模保育事業の一箇

所として社会福祉法人の応援を得て学校法人が運営

するものです。また、4 月から新たな指定管理の場所とし

て、北須磨文化センターと西体育館（西区）の運営が

始まっています。 

２．ファミリーウエルネスセンター進捗状況 

脇浜のファミリーウエルネスセンターは順調に工事が進め

られており、5 階全フロアの床張りが終わり、外壁工事が

続けられています。会員募集も1200名を越え、JR灘駅

前の開設準備室も案内に忙しくしています。 

３．全国 YMCA の方針 

ほとんどの YMCA（山梨 YMCA を除く）で公益か一般の

財団法人に移行が終わり、新しい体制で歩みを進めて

います。2014 年度の日本 YMCA 中期計画の要点のみ

お知らせさせていただきます。 

1) ”オールジャパン YMCA” の革新 

   YMCA ブランドの明確化と広報強化を図ります。 

2) スタッフ研修の強化 

「新・日本 YMCA 研究所」を立ち上げ、専門職研修

を全国レベルで行います。 

 3) ガバナンスの強化 

4) 世界 YMCA 同盟、アジア太平洋州 YMCA 同盟との

連携。ユース支援をチェンジ・エージェントの育成を通し

て行ないます。 

5) 地球市民育成と日中韓・東北アジアの平和づくり 

日中韓 YMCA で協働して平和のためのアプローチを続

けます。 

6) パブリックサポートの強化。YMCA の働きを地域の多く

の方々や組織が支援くださるよう働きかけ（リソース・モ

ビリゼーション）を強め、ファンドレイジングを強化します。 

7) 東日本大震災被災地支援 

宮古・仙台・石巻３拠点での活動を継続し、特に地

元のユース育成に努めます。また福島原発被災の子

どもと家庭の支援を続けます。 

４．今後の予定    

 神戸キリスト教青年会定期総会 

日 時：５月 30 日（金）午後６時 30 分～８時 30 分 

場 所：神戸 YMCA チャペル 

編集後記 

桜満開の下で・・井上雅司さま、加輪上敏彦さま、大塚進

康さま、ご静養中の田舎ワイズ、篠坂ワイズ、飯田ふみ子さ

まの訪問は嬉しく、絆の素晴らしさを感じ。故、町永先生、

飯田さま、成瀬さま・・美しい桜は懐かしい方々を想いださ

せ寂しく。長く春風に吹かれて立っていると心は花冷え。 

１日目の夕方から雨脚が強くなり人通りも途絶え閉店。８

時までの営業規則のため、残られた会長を１人にしなかった

友情を知り、その絆にほんのり心が桜色に暖められて・・・。 

柏原 佳子 


